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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第56期
第２四半期
連結累計期間

第57期
第２四半期
連結累計期間

第56期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 3,049,529 3,018,136 6,036,167

経常利益 (千円) 89,708 13,763 145,754

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(千円) 88,119 7,049 165,505

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 80,056 4,058 184,810

純資産額 (千円) 3,250,999 3,324,433 3,338,064

総資産額 (千円) 7,975,108 7,999,742 7,771,147

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 19.93 1.59 37.43

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 40.8 41.6 43.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △232,170 △28,587 △7,786

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △16,438 △5,970 △30,260

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 276,807 71,775 △39,490

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(千円) 907,896 897,908 857,449
 

　

回次
第56期
第２四半期
連結会計期間

第57期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額（△）

(円) 8.80 △2.71
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。

EDINET提出書類

東京貴宝株式会社(E02893)

四半期報告書

 2/19



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用及び所得状況に改善が見られ、景気は緩やか

な回復基調となりましたが、中国等新興国経済の減速による株価推移の影響などにより引き続き先行き不透明な状

況です。

宝飾業界においては、インバウンド消費により一部好調な企業もあるものの、依然として厳しい状況が続いてお

ります。

このような状況にあって、当社グループは従来通り催事関係を営業活動の中心にすえて取引先とともに集客増を

図り、販売促進活動にも積極的に取り組んで参りました。売上高は前年と同水準で推移し前年を若干下回りました

が、自社ブランドの売上が好調なことにより売上総利益率が0.8ポイント上昇いたしました。しかし、海外子会社

において回収懸念先が発生し、貸倒引当金36百万円を計上したことにより、営業利益、経常利益、親会社株主に帰

属する四半期純利益の各段階で前期を大きく下回ってしまいました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は3,018百万円（前年同四半期比1.0％減）、営業利益は32百万円

（前年同四半期比57.3％減）、経常利益は13百万円（前年同四半期比84.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は7百万円（前年同四半期比92.0％減）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ228百万円増の7,999百万円となりました。主

な変動は、商品の増加153百万円、受取手形及び売掛金の増加76百万円等であります。

当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比べ242百万円増の4,675百万円となりました。主な

変動は、短期借入金の増加199百万円、支払手形及び買掛金の増加139百万円、長期借入金の減少86百万円等であり

ます。

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比べ13百万円減の3,324百万円となりました。主

な変動は、繰越利益剰余金の減少10百万円等であります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末と比

べ、40百万円（4.7％）増加し897百万円となりました。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、資金は28百万円の減少（前年同四半期比は232百万円の減

少）となりました。主な変動内訳は、仕入債務の増加136百万円、たな卸資産の増加151百万円、売上債権の増加71

百万円等であります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、資金は5百万円の減少（前年同四半期比は16百万円の減

少）となりました。主な変動内訳は、定期預金の払戻による収入30百万円、定期預金の預入による支出21百万円、

有形固定資産の取得による支出9百万円、投資有価証券の取得による支出6百万円等であります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果、資金は71百万円の増加（前年同四半期比は276百万円の増

加）となりました。主な変動内訳は、短期借入れによる収入1,917百万円、長期借入れによる収入135百万円、短期

借入金の返済による支出1,761百万円、長期借入金の返済による支出180百万円等であります。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループを取り巻く事業環境は、一部インバウンド消費の恩恵を受けるものの、若年層を中心とした節約志

向の高まりや、海外の有名ブランドの台頭から国内ジュエリー業界は依然として厳しい状況が続いております。

下半期においても、中国等新興国経済の減速により、企業業績や個人消費に影響が懸念され、先行き不透明な状

況です。

このような状況で、当社グループは営業活動の中心に催事販売をすえて営業活動を強化し、取引先と一丸となり

集客増に取り組んでおります。売上高において、前期実績を下回る予想ですが、催事販売の売上は堅調に推移し収

益性を重視した戦略は着実に成果を上げております。しかし、海外子会社において回収懸念先が発生したことによ

り営業利益以下の段階利益は、前期を大幅に下回る見通しとなります。

 

(6) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社経営陣は、わが国経済や業界を取り巻く経営環境の厳しさを十分認識し、売上高よりも利益重視の販売戦

略、商品力の強化、在庫回転率の向上、経費削減等により収益力の向上を図っていくという方針は、今後も堅持し

て参ります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 13,110,000

計 13,110,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,478,560 4,478,560
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式。単元
株式数は1,000株でありま
す。

計 4,478,560 4,478,560 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年９月30日 ― 4,478,560 ― 636,606 ― 504,033

 

 

(6) 【大株主の状況】

平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

政木喜三郎 東京都台東区 738,875 16.50

中川千秋 東京都八王子市 220,500 4.92

政和商事株式会社 東京都台東区東上野２丁目１０－１ 198,790 4.44

株式会社さが美 神奈川県横浜市港南区下永谷６丁目２－１１ 154,000 3.44

政木喜仁 東京都台東区 154,000 3.44

株式会社古屋 山梨県甲府市湯田２丁目７－５ 149,000 3.33

東京貴宝取引先持株会 東京都台東区東上野１丁目２６－２ 148,000 3.30

有限会社ウラケイパール 三重県伊勢市船江１丁目６－１６ 145,000 3.24

政木ふじ江 東京都台東区 142,380 3.18

株式会社桑山 東京都台東区東上野２丁目２３－２１ 121,000 2.70

計 ― 2,171,545 48.49
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式普通株式 56,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

4,413 同上
4,413,000

単元未満株式
普通株式

― １単元(1,000株)未満の株式
9,560

発行済株式総数 4,478,560 ― ―

総株主の議決権 ― 4,413 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が8,000株(議決権８個)含まれておりま

す。

２ 「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の単元未満自己株式235株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
東京貴宝株式会社

東京都台東区東上野
１丁目２６―２

56,000 ― 56,000 1.25

計 ― 56,000 ― 56,000 1.25
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、優成監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 951,393 982,857

  受取手形及び売掛金 1,801,093 1,877,644

  商品 2,863,119 3,017,098

  その他 87,396 102,564

  貸倒引当金 △65,532 △101,412

  流動資産合計 5,637,470 5,878,751

 固定資産   

  有形固定資産 401,750 401,834

  無形固定資産 2,097 2,051

  投資その他の資産   

   投資不動産（純額） 1,540,731 1,528,738

   その他 243,833 243,096

   貸倒引当金 △54,735 △54,730

   投資その他の資産合計 1,729,830 1,717,104

  固定資産合計 2,133,677 2,120,990

 資産合計 7,771,147 7,999,742

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 328,579 468,423

  短期借入金 2,319,312 2,519,032

  未払法人税等 8,117 11,724

  返品調整引当金 1,837 1,779

  その他 149,707 151,788

  流動負債合計 2,807,553 3,152,747

 固定負債   

  社債 90,000 70,000

  長期借入金 1,335,717 1,249,542

  退職給付に係る負債 50,374 57,120

  その他 149,438 145,898

  固定負債合計 1,625,529 1,522,561

 負債合計 4,433,083 4,675,308

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 636,606 636,606

  資本剰余金 504,033 504,033

  利益剰余金 2,169,384 2,158,744

  自己株式 △27,588 △27,588

  株主資本合計 3,282,435 3,271,794

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 33,310 28,653

  為替換算調整勘定 22,318 23,985

  その他の包括利益累計額合計 55,629 52,639

 純資産合計 3,338,064 3,324,433

負債純資産合計 7,771,147 7,999,742
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 3,049,529 3,018,136

売上原価 2,277,606 2,231,450

売上総利益 771,923 786,686

 返品調整引当金戻入額 2,453 1,837

 返品調整引当金繰入額 2,192 1,779

差引売上総利益 772,184 786,744

販売費及び一般管理費   

 販売促進費 228,104 229,618

 旅費及び交通費 83,383 83,327

 役員報酬 32,450 32,801

 従業員給料 184,653 186,720

 法定福利費 34,186 35,540

 退職給付費用 3,571 11,632

 貸倒引当金繰入額 △17,698 35,875

 その他 148,399 139,181

 販売費及び一般管理費合計 697,050 754,698

営業利益 75,134 32,045

営業外収益   

 受取利息 90 84

 受取配当金 3,853 4,144

 不動産賃貸料 85,491 79,171

 その他 15,153 4,853

 営業外収益合計 104,588 88,254

営業外費用   

 支払利息 30,328 27,976

 コミットメントフィー 14,195 31,369

 不動産賃貸原価 41,737 44,011

 その他 3,752 3,178

 営業外費用合計 90,013 106,537

経常利益 89,708 13,763

特別利益   

 投資不動産売却益 230 -

 特別利益合計 230 -

税金等調整前四半期純利益 89,939 13,763

法人税等 1,819 6,714

四半期純利益 88,119 7,049

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 88,119 7,049
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 88,119 7,049

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △4,470 △4,657

 為替換算調整勘定 △3,593 1,666

 その他の包括利益合計 △8,063 △2,990

四半期包括利益 80,056 4,058

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 80,056 4,058

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 89,939 13,763

 減価償却費 21,778 21,401

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △17,698 35,875

 受取利息及び受取配当金 △3,943 △4,229

 支払利息 30,328 27,976

 為替差損益（△は益） △12,612 △1,452

 売上債権の増減額（△は増加） 103,285 △71,680

 たな卸資産の増減額（△は増加） △187,499 △151,586

 仕入債務の増減額（△は減少） △128,683 136,274

 その他 △96,334 △5,025

 小計 △201,440 1,317

 利息及び配当金の受取額 3,936 4,222

 利息の支払額 △30,634 △28,795

 法人税等の支払額 △4,032 △5,332

 営業活動によるキャッシュ・フロー △232,170 △28,587

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △21,000 △21,000

 定期預金の払戻による収入 30,000 30,000

 有形固定資産の取得による支出 △11,475 △9,290

 投資有価証券の取得による支出 △6,056 △6,371

 投資不動産の取得による支出 △16,512 △488

 投資不動産の売却による収入 11,549 -

 貸付けによる支出 △400 -

 貸付金の回収による収入 666 836

 その他 △3,209 342

 投資活動によるキャッシュ・フロー △16,438 △5,970

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 2,133,370 1,917,560

 短期借入金の返済による支出 △2,149,420 △1,761,960

 長期借入れによる収入 580,000 135,000

 長期借入金の返済による支出 △219,427 △180,855

 社債の償還による支出 △50,000 △20,000

 配当金の支払額 △17,715 △17,969

 財務活動によるキャッシュ・フロー 276,807 71,775

現金及び現金同等物に係る換算差額 5,029 3,243

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 33,227 40,459

現金及び現金同等物の期首残高 874,668 857,449

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  907,896 ※  897,908
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号平成25年

９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示

の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行っておりま

す。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第２四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

税金費用の計算 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。
 

 

(財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、企業集団の財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

該当事項はありません。
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(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

 

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

現金及び預金 992,838千円 982,857千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△84,941千円 △84,948千円

現金及び現金同等物 907,896千円 897,908千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日
定時株主総会

普通株式 17,689 4 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月７日
取締役会

普通株式 17,689 4 平成26年９月30日 平成26年12月８日 利益剰余金
 

 

３　株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日
定時株主総会

普通株式 17,689 4 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月６日
取締役会

普通株式 17,689 4 平成27年９月30日 平成27年12月７日 利益剰余金
 

 

３　株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

当社はジュエリー総合商社として単一の事業分野で営業活動を行っており、また、社内におけるマネジメントにお

いても全体を一つの事業としております。従いまして、当該事業以外に事業の種類がないため、該当事項はありませ

ん。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

当社はジュエリー総合商社として単一の事業分野で営業活動を行っており、また、社内におけるマネジメントにお

いても全体を一つの事業としております。従いまして、当該事業以外に事業の種類がないため、該当事項はありませ

ん。

 

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

 

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 19円93銭 1円59銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 88,119 7,049

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益金額(千円)

88,119 7,049

    普通株式の期中平均株式数(株) 4,422,325 4,422,325
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第57期(平成27年４月１日から平成28年３月31日まで)中間配当について、平成27年11月６日開催の取締役会におい

て、平成27年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                            　 17,689千円

② １株当たりの金額                           　 ４円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成27年12月７日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年11月12日

東京貴宝株式会社

取締役会  御中

 

優 成 監 査 法 人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   佐　　藤　　健　　文　 ㊞

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   中　　田　　　　　啓   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東京貴宝株式会

社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東京貴宝株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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